




















要約:3 歳児歯科健康診査以後,小学校入学まで保健所など公的機関による歯科健診や保健

指導を受ける機会の乏しい 4,5 歳児のう蝕発生を抑制するためには,あらたに,この時期の

歯科保健の向上を計る効率的な予防対策が必要である。そこで,本研究班では昨年度から

4,5 歳児を対象にう触罹患の実態と薬物塗布や保健指導の効果の検討に着手した結果,次

のような事が判明した。

小椋らは,刷掃カレンダーならびに自記式の食事記録による保健指導を行った幼稚園児に

おける結果として,指導用紙の回収の有無に基づく配布時と 1 ヵ月後のブラークスコアの

比較において,両時期とも 3.7 と同じスコアーを示し差が認められなかった。さらに 4,5

歳児に多発する乳臼歯隣接面う蝕の検出法についても,従来から行われている 2 法すなわ

ち X 線撮影の Bite Wing,そして,デンタルフロスと視診によるう蝕の診断の一致率から検

討した結果,Bite Wing による診断と，視診との一致率が 60%を示し,Bite Wing が正確な

診断の基準と考えた場合,視診によるう蝕の見落としが高率を示し,視診についての課題が

示された。

岡崎は,OHI スコアーと乳臼歯隣接面う蝕ならびにう蝕予防に関係するアンケートについ

て検討を行った。その結果によると OHI スコアーとう蝕歯面数の増加は相関する傾向が認

められた。また,間食の回数・間食の規則性・保護者による仕上げ磨きの状態は,OHI スコ

アーに大きく影響する因子であるとの結果を得ている。

野坂は,3 ヵ月毎にフロッシングを併用したフッ素塗布を 5 歳児と 4 歳児に行った結果,以

下のことが明らかにされた。年長児より 3 ヵ月遅れて開始された年中児では,年長児に比

較しう蝕罹患者率の発生は 20%弱,低頻度であることの結果を得ている。このことは 5 歳

児での予防開始よりも,4 歳児での予防開始がいかに重要かを示唆している。

北原は,4,5 歳児における乳臼歯隣接面への早期薬物塗布(フッ化ジアミン銀)事業の効果

判定に先立って,その基盤としての 3歳までの歯科保健状況,乳臼歯隣接面の 3歳児時点で

の接触状況早期薬物塗布の実施状況を調査した。その結果,3 歳は乳臼歯隣接面のう蝕の

増加に先立つ早期予防薬物塗布に適した年齢であること,また,現在の 3歳以前の歯科保健

対策として歯科健診未受診者への情報提供と,1 歳 6 ヵ月健診等での早期う蝕所有者の進

行抑制対策の再検討が 4歳,5歳での傭うの抑制に必要な重要事柄として提示された。


